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■ はじめに 
アゾベンゼン化合物のトランス–シス光異性化反応を用

いると，液晶や高分子の分子配向を光で制御できることが
知られている［1, 2］．これまでに，高分子と光応答性液晶
（少量のアゾベンゼン化合物を添加した液晶）からなる高
分子/光応答性液晶複合材料において，高分子と光応答
性液晶が相分離している状態で，光応答性液晶の相構造
を光転移［1］によって液晶相から等方相へ転移させると，
相分離していた光応答性液晶が高分子と相溶して可塑剤
として機能すること（光可塑化）を見出した［3］．また，高分
子に対する光応答性液晶の割合が増えるにつれて，光可
塑化によるガラス転移温度の低下幅が大きくなることがわ
かった(Fig.1)．現在，光可塑化が確認できているのは非
晶性高分子のポリメタクリル酸メチルを用いた複合材料に
対してのみである．そこで本研究では，同様に非晶性高
分子のポリスチレンとポリビニルピロリドンを用いた複合材
料の光可塑化を検討し，光可塑化が適用可能な非晶性高
分子の範囲（一般性）を検討した．また，光可塑化した高
分子/光応答性液晶複合材料は粘接着性を発現するため，
光粘接着材料への応用についても検討した． 

■ 活動内容 
１．高分子/光応答性液晶複合材料の調製 
高分子にはポリメタクリル酸メチル（PMMA）のほかにポ

リスチレン（PS）とポリビニルピロリドン（PVP）を用いた．複
合材料は，それぞれの高分子と光応答性液晶（液晶（4-

シアノ-4’-ペンチルビフェニル）にアゾベンゼン化合物
（4-ブチル-4’-メトキシアゾベンゼン）を5 mol%添加）を
種々の割合で混合して調製した． 
 
２．高分子/光応答性液晶複合材料の光可塑化評価 
各複合材料の力学特性とガラス転移温度（Tg）はレオ 

メーター（MCR-302，Anton-Paar 社製）を用いて測定した．
Tgは粘弾性のパラメータである貯蔵弾性率（G′）と損失弾
性率（G″）から算出したtanδ（= G″/G′）の極大値とした．
測定は紫外光照射前と紫外光照射下の両方で行った．紫
外光の波長は365 nmである．結果は当日報告する． 

 
３．光可塑化した高分子/光応答性液晶複合材料の粘着
力評価 
各複合材料の粘着材料としての評価をタック測定により

行った．タックは粘着剤の代表的な物性であり，材料に測
定治具を押し当てて一定の圧力を加えた後，測定治具を
離した時の応力である（Fig.2）．今回は，あらかじめ光可
塑化した複合材料に，測定治具を1 mm/sで接触させ，1 
N/cm2の圧力を1秒間加えて測定した．各結果とそれぞれ
の比較については当日報告する． 
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Fig.2 Schematic illustration of the measurement of tack. 
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Fig.1 Effect of weight fraction of azo-doped LC on Tg 
of PMMA/azo-doped LC composites before and under 
UV-light irradiation. 
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